
マテリアリティ Phase3（2022～2025年度）におけるKPI 2024年度の実績

脱炭素社会への
貢献

◦Scope1,2排出量：2020年度比40%減＊ ◦5.50千t-CO2（2020年度比41%減）

◦Scope３排出量：2020年度比10％減＊ ◦3.08百万t-CO2（2020年度比52%減）

◦�SANKI YOUエコ貢献ポイントによるCO2削減量
（2021～2023年度3年平均比）：10％増＊ ◦�55%増

働く仲間の
幸福の追求

◦��育児休業取得率：男性100％、女性100％ ◦��男性58.3%(当社独自の休暇制度を含む場合70.0％ )、�
女性100%

◦�女性管理職比率：3.0%（2026年4月） ◦2.4%（2025年4月）

若手従業員の登用
◦�役職者の平均年齢
（2026年4月で2022年4月実績比各１歳減）：�
課長45.8歳、部長50.2歳、統括部長53.5歳

◦�課長46.9歳、部長52.6歳、統括部長54.6歳（2025年4月）

◦�エンゲージメントサーベイスコア：55.0 ◦�54.0

◦�改正労働基準法の残業規制違反ゼロ ◦2件

◦�人権も含めた企業倫理研修の受講率：100％＊ ◦�100％（育休、病気療養中などの理由による未受講者を含む
受講率：98.2％）

エンジニアリングを
活かした
快適環境の構築

◦�オープンイノベーション活用による
研究成果（市場導入）：5件

◦�大学・研究機関との共同研究：11件
◦�民間・ベンチャーとの取り組み：5件

◦�「地球MIRAIプロジェクト」探索分野の決定、�
探索累計：20件／4年間＊

◦�これまでの評価分野（2023年度4件、2024年度4件）の発表会
を開催

新たな社会価値の
創造

スポーツや芸術分野への支援による社会貢献
◦�スポーツ部門：４件／年の継続 ◦�9件

◦���芸術部門：２件／年の継続 ◦2件

◦���文化支援活動：１件／年の継続 ◦�1件

建築設備
事業

◦��重篤災害件数：0件 ◦5件

◦�生産停止を伴うトラブル発生：０件 ◦2件

◦����防止策を講じ、休業災害ゼロ ◦�5件

◦��災害傾向を反映した安全教育資料の作成：�
東西各ブロック年間2件以上 ◦�3件（東西各ブロック会議各１件、全国会議１件）

◦�東西ブロックの交流：年間2回以上 ◦3回

◦���協力会社・協力社員への安全教育実施率：100% ◦�100%

◦�施工関連デジタル・ロボット技術の開発件数：5件／年 ◦2024年度開発テーマ：17件

◦�開発事例導入回数：5件／年 ◦16件

◦���事業本部体制による大型案件への取り組み：対応件数5件 ◦�17件

ファシリティ
システム
事業

◦��コンサルティング受注：4億円 ◦�2.9億円

◦��コンサル関連受注：26億円 ◦12億円

機械システム
事業 ◦��ロボットシステム売上高累計：50億円 ◦�25.87億円

環境システム
事業

◦��受注累計：エアロウイング36億円、G3脱水機20台、�
過給式流動炉2基

◦��エアロウイング5億円、G3脱水機1台、過給式流動炉0基
（1基/2年）

◦�アクアコンサルト社：売上高12億円達成 ◦��18.7億円

その他

�DXやスマイルプラン等による労働生産性の向上
◦�一人当たりの年間労働時間（時間／人・年）：1,951時間 ◦2,010時間／人・年（2023年度比5時間増、0.2%増）

◦�次世代に向けた投資（脱炭素技術、自動化・省人化技術、LCE事業、
DX）：200億円＊ ◦47億円（累計107億円）

◦��配当性向：50%以上＊ ◦50.6%

◦��1株当たり年間配当金：70円以上＊ ◦��165円

◦��Phase3期間内での自己株式取得：500万株程度＊ ◦��2024年度141万株取得(累計433万株）

◦����ROE：8.0%以上＊ ◦16.3％

前中期経営計画”Century2025”Phase3（2022～2025年度）における
マテリアリティの施策・指標

対象範囲：＊を付したKPIは三機工業グループ、それ以外は単体
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